平成15年度　第２回　アナログ３種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　図－1に示す回路において、端子a－b間の合成抵抗は、（　ア　）オームである。　　　(5点)
	①　18　　②　23　　③　28　　④　33　　⑤　38
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(2)　図－2に示す回路において、端子a－b間に交流電圧70ボルトを加えたとき、この回路に流れる電流は、（　イ　）アンペアである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　3　　②　4　　③　5　　④　6　　⑤　7
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　(3)　平行に置かれた2本の導体に同じ方向の電流を流した場合、フレミングの法則に従い2本の導体には、（　ウ　）力が働く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	①　引き合う

②　電流を流し始めた瞬間のみ反発し合う

③　電流を流し始めた瞬間のみ引き合う

④　反発し合う

⑤　2本の導体間の中心となる線の周りに回転する


(4)　コンデンサに蓄えられた電気量とそのコンデンサの端子間の（　エ　）との比は、静電容量といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　電　界　　②　静電力　　③　電　圧　　④　絶縁耐力　　⑤　電　荷


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　真性半導体にアクセプタといわれる不純物元素を微量混入して作られたP形半導体では、多数キャリアは、（　ア　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	①　電　子　　②　正　孔　　③　空乏層　　④　イオン


(2)　図に示すトランジスタ増幅回路で、正弦波の入力信号電圧VIに対する出力電圧VOは、この動作点を中心に変化し、コレクタ電流ICが（　イ　）のとき、VOが最小となる。　　　　　　(4点)
	①　ゼ　ロ　　②　最　大　　③　最　小
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　(3)　ダイオードが主体となっている回路として、（　ウ　）がである。　　　　　　　　　　　(4点)
	①　発信器　　②　増幅器　　③　電源整流器　　④　ホイーストンブリッジ


(4)　あるトランにスタ増幅回路において、0.2ボルトの入力電圧を加えたとき、20ボルトの出力電圧が得られた。この増幅回路の電圧利得は、（　エ　）デシベルである。　　　　　　　　　　(4点)
	①　4　　②　20　　③　40　　④　100　　⑤　400


(5)　MOS形電界効果トランジスタは、多数キャリアのみで動作するもので、（　オ　）形トランジスタの一種である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	①　ユニポーラ　　②　バイポーラ　　③　バイナリ－


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　10進数の111を8進数に変換すると（　ア　）になる。　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	①　101　　②　113　　③　145　　④　157　　⑤　173


(2)　次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単すると、（　イ　）になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
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	①　A　　②　B　　③　
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(3)　図－1の論理回路において、Mの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。　　　　　　　　　　　　(5点)
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(4)　図－2に示すベン図において、A、B及びCは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶした部分を示す論理式は、（　エ　）で表すことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　A・B　　②　B・C　　③　C・A　　④　A・B・C　　⑤　
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　図－1において、電気通信回線への入力レベルが－5デシベル、その伝送損失が1キロメートル当たり（　ア　）デシベル、増幅器の利得が30デシベルのとき、端子a－bでの受信レベルは、－3デシベルである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　0.8　　②　1.0　　③　1.2　　④　1.4
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(2)　平衡対ケーブルの漏話について述べた次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　(5点)
A　平衡対ケーブルで生ずる漏話は、一般に、伝送する信号の周波数が高くなると大きくなる。

B　平衡対ケーブルでおける漏話は、主に回線相互の電磁結合により発生し、回線を構成する心線間の静電結合により影響を受けることはない。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(3)　図－2において、電気通信回線のインピーダンスをZ1、負荷インピーダンスをZ2、変成器の一次側、二時側の巻線数をそれぞれN1、N2とすると、
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＝（　ウ　）のときにインピーダンスが整合する。ただし、変成器は理想的なものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　
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(4)　 線路のインピーダンスに関する次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　　　　(5点)
A　一様な線路が無限の長さに続いているとき、入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンスの2倍である。

B　一様な線路が無限の長さに続いているとき、線路途中の任意の一点におけるインピーダンスは、その線路の特性インピーダンスの
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である。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　伝送するアナログ信号波形を一定の時間間隔でサンプリングし、抽出したパルスの振幅を符号化する変調方式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　AM　　②　PWM　　③　PCM　　④　FDM　　⑤　TDM


(2)　 電気通信回線において、送話者の通話電流が受信端で反射し、時間的に遅れて送信端に戻り、通話に妨害を与える現象は、（　イ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　干　渉　　②　共　振　　③　鳴　音　　④　反　響


(3)　 伝搬路の状態により電波の受信（　ウ　）が時間的に変動する現象は、フェージングといわる。

(5点)
	①　雑音電圧　　②　電界強度　　③　帯域幅　　④　周波数


(4)　光ファイバは、メタリックケーブル心線と比較すると、（　エ　）という特性を有している。

(5点)
	①　無損失、広帯域、細径　　　②　高損失、狭帯域、無誘導

③　低損失、狭帯域、無誘導　　④　低損失、広帯域、無誘導

⑤　低損失、広帯域、高強度　　⑤　無損失、広帯域、無誘導


解答

第1問（ア）①　（イ）⑤　（ウ）①　（エ）③

第2問（ア）②　（イ）②　（ウ）③　（エ）③　（オ）①

第3問（ア）④　（イ）①　（ウ）②　（エ）②

第4問（ア）④　（イ）①　（ウ）④　（エ）④

第5問（ア）③　（イ）④　（ウ）②　（エ）④
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